
No.３０９９
間 白 き 富 士 山 ・ 相 模 湾 景 観
大 山

実施日 ２０２３年２月１８日（土）
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 伊藤久雄､瀧澤きよの､峯川弘

子､宮崎敏男､津田和子 計５名
費 用 小田急1,090円(登戸起算)

770円
タイム 秦野駅 (8 :24 )蓑毛 (8 :50)

蓑毛越(9:50)分岐 (11:10)大
山(12:20)ヤビツ峠(14:25∼1
4:51 )秦野駅(15:40)

秦 野 駅 北 口 ヤ ビ ツ 峠 行 き ﾊ ﾞ ｽ
は 長 蛇 の 行 列 で 臨 時 便 て 、 蓑
毛 で 下 車 。 大 日 堂 で 身 支 度 し
て 紅 白 梅 を 愛 で 沢 沿 い を 歩 き
釣 り 堀 前 で コ ン ク リ － ト 道 路
と 合 流 し て 登 山 道 を 川 の せ せ

ら ぎ 、 ひ ば り の
鳴 き 声 と で 春 日
和 登 山 で す 。
蓑 毛 越 か ら 急 登
九 十 九 折 で 5 人

パ ー テ ィ に 追 い 抜 か れ 、 疲 れ
た 地 蔵 を 過 ぎ 水 平 道 を 女 人 禁
制 ノ 碑 か ら 少 し 下 り 十 六 丁 目
追 分 の 碑（ 右 は 阿 夫 利 神 社 へ ）
急 登 を 上 っ て ベ ン チ で 一 息 し
て 、 木 道 か ら 先 は 霜 柱 が 溶 け
て 、 木 道 か ら 先
は 霜 柱 が 溶 け て 、
泥 ん こ ぐ ち ゃ ぐ
ち ゃ 道 で 、 日 影
は 凍 っ て ま す 。
二 十 丁 目 見 晴 台 。
笠 雲 の か か っ た
素 晴 ら し い 富 士

山 。 こ こ で 写 真 撮 影 、 回 り も
雪 が あ り い い 感 じ の 登 り で す 。
こ こ ら か ら ケ ｰ ブ ル か ら の 登
山 客 で 込 み 合 っ て ゴ ロ ゴ ロ 石
と 、 灯 ろ う 階 段 を 登 り 、 鳥 居

を 越 え て 赤 い
鳥 居 を く ぐ り
大 山 山 頂 で 記
念 写 真 し 、 大
勢 の 登 山 客 後
目 に 入 り 口 の
暖 か い 草 木 で
昼 食 。
Mさ ん か ら は ジ

ャ ガ リ コ ＆ チ ー ズ イ ン ス タ ン
ト サ ラ ダ を 頂 く 。 簡 単 美 味 し
い 。 ド リ ッ プ コ ー ヒ ー 飲 み 、
周 り の 雪 を 楽 し ん で さ ー 下 山 。
三 ﾉ塔 の 稜
線 、 眼 下 の
秦 野 の 町 を
見 な が ら 、
心 配 の 泥 ん
こ 道 は 南 面
で 乾 い て 、
歩 き 安 く な り 、 休 憩 な し で ヤ ビ
ツ峠に到着 。
待 って いた バスを 見送 り、 次の
バ ス で 秦 野 駅 で 解 散 し ま し た 。
登 り 方 面 四 人 で 鶴 巻 温 泉 に
入 り 二 階 の 宴 会 場 で 反 省 会
し て 、 土 産 に ス ト ッ ク 代 わ
り に ネ ギ 背 負 い 帰 路 に 、 今
日 も 天 気 よ し 、 素 晴 ら し い
富 士 山 を 見 て 、 雪 景 色 を 見
て 、 温 泉 に 入 り 充 実 の 山 行
で し た 。
又 、楽 し い 山 行 や り ま し ょ う 。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・伊藤久雄）


